
福祉部 障がい福祉課 

 

都城市勤労身体障害者教養文化体育施設指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市勤労身体障害者教養文化体育施設の指定管理者については、次のとおり候補

となる団体を公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和６年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    株式会社文化コーポレーション 

 （２）代表者名 

    代表取締役 齊藤 総一郎 

 （３）所在地 

    宮崎市生目台西三丁目４番地２ 

 （４）設立年月日 

    昭和３４年２月１日 

 （５）従業員数 

    １，１３１名（令和６年５月末現在） 

 （６）業務内容 

    指定管理者、施設管理、ビル総合管理ほか 

 

２．指定期間 

  令和７年４月１日 ～ 令和１２年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市勤労身体障害者教養文化

体育施設 

（都城市都原町３３６９番地） 

 敷地面積：３５６６．４９㎡ 

延床面積：１４９６．９０㎡ 

構  造：鉄筋コンクリート造平屋建 

主な施設：体育室、トレーニング室、研修室、 

音楽室、文化室、更衣室、談話ホール 

車いす用トイレ、事務室、機械室 

 

 （２）業務概要 

①施設の使用許可等に関すること。 

   ②施設の運営に関すること。 



   ③施設の安全対策に関すること。 

   ④障がい者福祉向上のために必要な場の提供に関すること。 

   ⑤施設の維持管理及び修繕に関すること。 

   ⑥施設の管理運営に関して市が必要と認めること。 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 

   ①申請団体数 

    １団体 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和６年６月５日            第１回選定委員会開催 

令和６年６月１日～令和６年７月３日    募集（広報都城６月号、市ホー       

ムページへの掲載） 

    令和６年７月１０日           現地説明会 

    令和６年７月１０日～令和６年７月１９日  申請書類受付 

    令和６年９月２０日           第２回選定委員会開催、書類審 

査・面接審査 

    令和６年１０月１５日          選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者      １人 

税理士      １人 

司法書士      １人 

民生委員・児童委員      １人 

施設利用者代表      １人 

市課長職      ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和６年９月２０日に都城市指定管理者候補者選定委員会において、書類審

査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・選考（総合得点方

式）を行った結果、以下の理由で株式会社文化コーポレーションが指定管理者

として適正であると判断しました。 

  

「選定基準１ 市民の平等な利用が確保されること」 

・市の管理運営方針及び施設の設置目的を理解し、適正な管理運営が期待できる。 

・申請団体の基本理念とそれに基づいた施設運用の目的が明確に示されている。 



 

「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 

・施設利用者や福祉作業所と連携した施設の有効活用についての提案がなされて

いる。 

 

「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

・これまでの管理運営実績があり、経費配分の考え方が明確に示されている。 

・施設従業員が清掃を行う等、コスト削減の提案がなされている。 

 

「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を

有していること」 

  ・当該施設及び類似施設等の施設管理実績がある。 

  ・申請団体の財務状況が非常に健全で、経費の積算根拠が適正に算定されている。 

  ・人員配置、ローテーションについて具体的に示され、安定的な管理運営が期待

できる。 

  ・資格取得等、専門性向上のための教育体制が整備されている。 

  ・地域の清掃活動に参加する等、地域貢献に力を入れている。 

 

「選定基準５ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 
・資格取得等により専門性向上に努め、障がい者との連携や社会参加、障がい者
スポーツの向上につながる提案がなされている。 

 

 

 （４）選定委員会における主な意見 

  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、施設の特性を考慮し、障がい者の利用に関する項目に

重点的に配点を行った。 

  〈指定申請書記載事項について〉 

   ・障がい者やその他のスポーツ団体への支援についての取組、障がい者スポー

ツの普及に関する提案など、施設利用者の増加等が期待される内容であった。 

・管理体制についても、安定的な運営が期待できる提案である。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 



 

選定結果 

選定基準 配点 

採点結果 

審査項目 
一人当た

り配点 
審査内容 文化コーポレ

ーション 

１．市民の平等な利

用が確保されること 
１４４ ９３．８ 

管理運営方

針等 
９ 

市の管理方針を認識しているか。 

公の施設の設置目的を理解しているか。 

申請団体の経営モラルは適切か。 

平等利用 １５ 

利用申込等が平等な利用を確保する提案がされているか。 

相談や苦情等の対応が提案されているか。 

他団体との連携及び広域的な事業展開のための工夫が提案され

ているか。 

２．事業計画の内容

が施設の効用を最大

限に発揮するもので

あること 

１０８ ６９．２ 

利用の促進 ３ 利用者増のための広報・ＰＲ対策を提案がされているか。 

サービス・

利便性の維

持向上 

１５ 

利用者サービスの向上について提案がされているか。 

施設の維持管理、安全管理について、的確な実施計画が提案さ

れているか。 

施設の設備、機能等の有効活用について、提案がされているか。 

３．経済的な管理運

営が図られ、経費配

分が適正であること 

６０ ３９ 経費配分 １０ 
具体的な管理業務の効率化が提案されているか。 

適正な経費配分の考え方について提案されているか。 

 

 

 



 

４．事業計画に沿っ

た管理を安定的に行

う物的能力及び人的

能力を有しているこ

と 

２２２ １５０．２ 

物的能力 ２０ 

安定した運営が可能な申請団体の財務状況か。 

類似施設を良好に運営した実績があるか。 

収支計画の積算根拠が明確で、実現可能なものか。 

収支計画と事業計画の整合性は図られているか。 

人的能力 １７ 

組織体制、勤務体制、責任体制が確立されているか。 

利用団体の指導及び育成支援の提案がされているか。 

業務従事者の指導育成、研修体制及び接遇向上のための提案が

されているか。 

個人情報保護、情報公開及び労働法令等について十分認識して

いるか。 

まちづくりへの熱意、申請団体（新規）の将来性、地域団体や

地域住民等との融合性、高齢者、障がい者雇用への配慮がある

か、利用状況の把握 

５．その他、公の施

設を管理させるに当

たり必要な基準 

６６ ４２ 

公の施設を

管理するに

当たりアピ

ールしたい

こと 

１１ 

関係団体や障害者の交流についての提案がなされているか。 

障害者スポーツの向上及び社会参加につながる事業提案がなさ

れているか。 

合計 ６００ ３９４．２  １００  

〈参考〉：提案金額 １４，７６８千円（令和７年度） 

※提案金額をそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算編成を経て市議会の議決により決定するものです。 


